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韓
転
ど
さ
核
く
通
功
ど
と
玖
転
ど
ぱ
玉
す

撃
じ
て
カ
カ
豊
済

一
世
帯
当
た
り
の
平
均
所
得
は
、　

一
九
九
四
年
の

六
六
四
万
を
ピ
ー
ク
に
、

二
〇

一
〇
年
に
は
五
三
人

万
円
と

十
二
六
万
も
下
が
り
ま
し
た

（図
１
）
。
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一

企
業
に
よ
る
正
規
雇
用
の
非
正
規
雇
用

へ
の
置
き

換
え
が
、

そ
の
主
な
理
由
で
す
。

図
２
に
正
規
お
よ

び
非
正
規
の
雇
用
者
数
の
推
移
を
示
し
ま
す
が
、

九

八
年
以
降
全
体
全
展
用
者
数
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、

正
規
雇
用
者
数
が
減
少
し
、

非
正
規
雇

用
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
。

（く
氏
）
謀
神
眠
喫

1世帯当たり平均所得の年次推移
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図 1 厚 生労働省国民生活基礎調査図 2 総 務省統計局 就 業構造基本調査

昨
年
１
２
月
の
総
選
挙
、

自
民
党
は
小
選
挙
区
に

お
い
て
得
票
率
４
３
％
で
議
席
７
９
％
を
得
る
と

い
う
制
度
の
欠
陥
に
も
助
け
ら
れ
て
圧
勝
し
、

安
倍

自
公
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
進
め
る
政

治
は
、
「デ
フ
レ
脱
却
」
と
称
し
て
異
常
な
金
融
緩

和
と
公
共
事
業
の
ば
ら
ま
き
、

原
発
再
稼
働
と
新
設

の
推
進
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と
憲
法
改
悪
な
ど

国
民
に
と
っ
て
問
題
の
あ
■
ざ
の
が
目
白
押
し
で
す
。

日
本
共
産
党
は
残
念
な
が
ら

一
議
席
減
の
８
議
席
で

し
た
。

支
援

・
支
持
を
頂
い
た
神
鋼
の
職
場
で
働
く
全

て
の
み
な
さ
ん
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、

白
公
政
権
と
国
民
の
間
で
深
ま
る
矛
盾
、

そ
こ
か
ら
の

政
治
の
転
換
を
求
め
る
声
に
応
え
て
、

い
っ
そ
う
力
を

磨
い
て
、

今
年
も
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

非
正
規
一雇
用
者
の
年
収
は
、

正
規
雇
用
者
に
比
べ

て
著
し
く
低
い
た
め

（図
３
）
、

世
帯
当
た
り
の
平
均

年
収
が
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
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そ
の

一
方
で
、

企
業
の
経
常
利
益
は
九
八
年
以
降

リ
ー

マ
ン
シ
ヨ
ン
ク
前
の
二
〇
〇
七
年
ま
で
急
激
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

内
部
留
保
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す

（図
４
）
。

働
く
人
が
貧
し

く
な
る

一
方
で
、

企
業
が
大
き
く
利
益
を
た
め
込
ん

で
き
ま
し
た
。
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図3 総 務省統計局 労 働力調査

図 4 財 務省 法 人企業統計より
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神
戸
製
銅
で
も
、

鉄
鋼
他
社
に
比
べ
て
ボ
ー
ナ
ス

が
低
く
抑
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

内
部
留
保
は
①

一
年
の
約
二
倍
な

っ
て
い
ま
す

（図
５
）。
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Ｘ
町
付
け
ど

財
界
が
唱
え
る

「国
際
競
争
力
強
化
」
の
お
題
目

の
下
、

各
企
業
が
競
う
よ
う
に
労
務
費
を
圧
縮
し
、

利
益
を
た
め
込
ん
だ
結
果
で
す
。

政
府
も

「改
革
な

く
し
て
成
長
な
し
」
と
の
掛
け
声
で
、

財
界
の
要
求

に
応
え
て
労
働
者
派
遣
法
の
改
悪
を
行
い
、

製
造
業

へ
の
「常
用
型
派
遣
」
、

例
外
規
定
（専
門
二
六
業
務
）

に
よ
る
登
録
型
派
遣
、

事
前
面
接
等
を
容
認
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、

医
療
費
の
窓
田
負
担
の
増
加
、

年
金
の
削
減
な
ど
、

社
会
保
障
の
切
り
下
げ
が

「財

源
不
足
」
を
理
由
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
じ
め
に
働
い
て
い
る
の
に
、

収
入
が
減
り
、

や

り
く
り
に
苦
労
す
る
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。

一

安
情
自
公
政
権
は
、

財
政
と
金
融
の
両
面
で
思
い

切
っ
た
対
策
を
打
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
柱
は

大
企
業
の
利
益
を
増
や
し
て
、

そ
の
結
果
、

雇
用
と

賃
金
が
回
復
し
、

デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
と
い
う
シ

ナ
リ
オ
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
い
く
ら
利
益
が
増
え

て
も
、

大
企
業
優
先
の
政
治
で
は
、

財
界

・
大
企
業

の
「競
争
力
が
つ
い
て
い
な
い
。

ま
だ
利
益
が
必
要
」

と
い
う
言
い
分
が
ま
か
り
通
っ
て
、

一展
用
と
賃
金
の

回
復
に
黙
が
ら
な
い
、
ヤ
▼
」が

一
番
の
問
題
点
で
す
。

「平
成
二
四
年
度
版
労
働
経
済
白
書

（厚
労
省
ご

で
は
、
日
本
社
会
を
再
び
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に

は
、

自
ら
働
い
て
人
間
ら
し
い
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る

「中
間
層
」
の
厚
み
を
増
し
、

活
性
化
す
る

こ
と
が
必
要
と
述
べ
て
い
ま
す
。

分
厚
い
中
間
層
の

復
活
が
、
日
本
経
済
の
六
割
を
占
め
る
消
費
の
増
加

を
つ
う
じ
て
日
本
経
済
の
課
題
で
あ
る
需
要
不
足
の

０
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７
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冴
ブ
　
歯
都
窃
拝
かた
解
じ
レ
て

す
務
レ
を
与
七
深
芝
豚
名
２京
を

開
９
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拘
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イ
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３
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ソ
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楊
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渉
ド
カ
ガ
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図 5 神 鋼内部留保推移

有価証券報告書より

解
消
に
つ
な
が
る
。

同
時
に
日
本
の
経
済
社
会
、

会
保
障
を
支
え
る
基
盤
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
で
、

民
生
活
の
幸
せ
と
社
会
の
安
定
に
つ
な
が
る
と
。

同
剛
円
田
却
正
規
一履
用
が
当
た
り
前
の

「人
間
ら
し

い
雇
用
」
の
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
で
す
。

向
倒
日
間
出

大
企
業
と
中
小
企
業
と
の
公
正
な
取
引

ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
で
す
。

下
請
け
単
価
の

一
方
的

な
切
り
下
げ
な
ど
、

下
請
け
い
じ
め
を
や
め
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
ち

開
四
日
旧
四

電
器
産
業
を
筆
頭
に
行
わ
れ
て
い
る
リ

ス
ト
ラ
を
や
め
さ
せ
、
「定
期
昇
給
の
凍
結

・
延
期
」

さ
え
も
言
い
出
し
て
い
る
経
団
連
の
賃
下
げ
攻
勢
を

打
ち
破
り
、

働
く
者
の
賃
金
を
上
げ
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ら
の
政
策
を
実
行
す
れ
ば
、　

一
時
的
に
は
企

業
の
利
益
は
滅
る
で
し
よ
う
。
し
か
し
、

先
に
見
た

よ
う
に
日
本
の
企
業
が
、

九
八
年
以
降
、

勤
労
者
の

収
入
を
減
ら
す
こ
と
で
蓄
え
た
膨
大
な
利
益
の

一
部

を
社
会
に
還
元
す
る
だ
け
で
す
。

そ
れ
に
よ
り
需
要

不
足
が
解
消
し
、

経
済
社
会
を
支
え
る
基
盤
が
強
化

さ
れ
れ
ば
、

企
業
活
動
に
と
っ
て
も
必
ず
プ
ラ
ス
の

効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。，

か
つ
て
故
盛
田
昭
夫
氏

（
ノ
ニ
ー
元
会
長
）
は
、

「競
争
社
会
で
は

一
社
で
理
想
の
実
現
に
向
か
う
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
日
本
の
経
済

・
社
会
全
体
を
変

え
る
こ
と
で
実
現
が
可
能
に
な
る
と
思
う
」
と
述
べ

て
い
ま
す

（著
作

「『
日
本
型
経
営
』
が
危
な
い
も
。

こ
こ
に
政
治
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
あ
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、

国
民
の
声
と
聞
い
に
し
つ
か
り

と
結
び
つ
い
て
、

国
民
の
生
活
向
上
で
日
本
経
済
の

再
生
を
進
め
る
政
治
の
転
換
を
求
め
て
今
年
も
頑
張

り
ま
す
。

訴
え
る

（左
か
ら
）
金
田
、

山
下

の
曇
ヽ
＝
３
日
、

神
戸
市
中
央
区
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